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公正・適正に作成しました。

   令和8年度

令和 5年度

□ 新規　■ 拡充事業局課 新規拡充 事業評価書番号

8 5

体育館空調設備設置事業

17 02 03

事業名称

歳出予算科目

９月補正予算

政策群番号 施策群番号

           5,321,700                    0           2,962,000              29,704           2,329,996                   0補正後

           4,915,700

             406,000

           2,127,000

             202,996                   0

           2,774,000

             188,000

              14,700

              15,004

                   0                   0

                   0

補正前

未整備である学校の体育館に空調設備を設置する。
事業概要

（アクティビティ）

事業指標①
（アウトプット）

単位 目標

年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度

            24             20             22                122            127             71              0設置着手数
体育館への空調機の

実績             23             20件

                                                                                                      

11年度10年度9年度8年度7年度6年度5年度年度

目標単位

（アウトカム）
事業指標②

                            実績

学校の体育館は、体育授業、秋の運動会の練習、部活動、式典開催などの教育活動に利用し、その他、キッズクラブ、地域開放や防災
拠点（避難所）にも利用する公益性もある施設である。このため、教育活動その他の利用における快適な環境を整備する。

事業目的

近年の猛暑により、さらなる児童生徒の暑さ対策が求められております。
特に学校の体育館は、代替施設がないため、児童生徒の熱中症の緊急搬送例が報告されています。
また、学校の体育館は、体育授業、秋の運動会の練習、部活動、式典開催、キッズクラブ、地域開放といった利用のほか、
防災拠点（避難所）といった役割もあり、避難者の体調管理面でも空調設備の設置が必要です。背景・課題

根拠法令・方針決裁等

令和７年度　工事校数　22校
令和６年度　工事校数　20校
令和５年度　工事校数　24校

根拠・データ等

・令和元年度:調査委託およびモデル設置
・令和２年度:事業立ち上げとして少数校に設置を実施
・令和３年度：設置校数を年間20校とし、事業を本格化
・令和４年度以降：学校の建替え計画を検討しつつ令和８年度以降設置校数を増やす予定

事業スケジュール

令和元年度事業開始年度

1
補正前補正後

体育館空調設備設置
細事業(事業内訳） 1            5,321,700           4,915,700              406,000 物価上昇等による工事費高騰のため。

           5,321,700           4,915,700              406,000

20教育施設課教育委員会事務局

一般会計

舛谷 健之 藤田 一宏


